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毎年、小竹浜被災地へ訪問しておりましたが、今年
はコロナ禍の中伺うことが出来ませんでした。役員
がお手紙と手作りの品を送ることにより全日仏婦と
小竹浜をつなごうと考えました。お手紙と沢山の手
作り品をお送りして、小竹浜の
皆様には大変喜んでいただき、
このような形でつながった
ことを報告いたします。

　今年も残すところ数えるほどになり日々寒さが
増すこの頃ですが、皆様お変わりなくお過ごしの
事と存じます。
　東日本大震災十年、皆様には本当に元気づけて
頂きました。
　だいぶ落ち着いた毎日が送れるようになったと思っ
ておりましたが、コロナウイルス感染症の心配で心が
沈む毎日を送っておりますが、先日、全日本仏教婦人
連盟の皆様が心のこもった手作りの素晴らしい品々や、
沈み込んだ心を元気づけてくださる本をお送り頂き皆
で大喜びいたしました。
　皆様もコロナウイルスが気になる毎日を過ごしてお
いでなのに、私達のためにこのように心のこもった手
作りの品々をお送り下さり、何とお礼を申し上げたら
よいのか、只感謝の思いでいっぱいです。本当にあり
がとうございました。
　十一月二十二日に小竹浜集会場の祝賀会を実施いた
しましたが、地区住民が集まり区長の挨拶の後、参加
者の記念撮影を行っただけで解散致しました。
　コロナ感染の心配が早くおさまり、全日本仏教婦人
連盟の皆様とこの会場で、楽しい時を過ごせる日が早
く来ることを、願っております。
　皆様くれぐれもお身体大切にお過ごしくださいませ。
令和二年十一月二十六日　石巻小竹浜ひまわりの会　

代表　阿部明子

安徳天皇像制作にあたり
令和二年十一月　江森龍聖

　令和二年六月、寂光院のご住職様より「自分の元気なうちに建
礼門院さん親子を会わせてあげたいので、安徳天皇を彫って欲し
い」と依頼されました。
　有名な安徳天皇ですが、残された資料は少なく、ほとんど独自
のイメージによるオリジナルの形になりました。
　新型コロナウイルスで公共移動もままならない中、神戸の須
磨にある山高龍雲工房に千葉から車で何度も通い完成に至りま
した。
　源平の世に離れ離れになった建礼門院様と安徳天皇が、八百
有余年の時を経て再会するお手伝いが出来たこと大変光栄に思
います。
　像を制作するにあたって、監修頂いた山高龍雲須磨寺大仏師
はじめ工房関係者及び応援頂きました皆様に感謝いたします。
　寂光院様とご縁を結んで頂いた全日本仏教婦人連盟の皆様に心
より御礼申し上げます。

↑江森氏は京都仏教セミナーの際にいつも参加者の世話係
を買って出てくださっております。

　近頃は毎日寒い日が続いておりますが、私もこの新
型コロナの流行で大変恐怖を感じております。
　この度は心のこもった贈り物をありがとうござい
ました。
　この先コロナもいつまで続くかわかりませんがまた
いつの日かお会いする日を楽しみにしています。
　お互いにお体を大切にしましょうね。

福祉の会　会長　阿部静子

　

寂
光
院
住
職　

瀧
澤
智
明

　

秋
も
深
ま
り
、
一
段
と
色
を
増
し
た

名
残
の
紅
葉
も
散
り
急
ぐ
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
京
都
大
原
の
寂
光
院
住
職
の
瀧

澤
智
明
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の

江
森
様
ご
夫
妻
に
ご
縁
を
頂
き
、
安
徳

帝
の
御
像
制
作
を
お
願
い
致
し
、
去
る

十
月
十
四
日
に
御
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

　

身
長
六
十
二
糎セ

ン
チの

木
彫
の
小
さ
な
立

像
で
す
。

　

今
か
ら
八
百
年
前
、
平
家
が
壇
の
浦

で
滅
亡
し
た
時
、
建
礼
門
院
様
は
安
徳

帝
と
と
も
に
入
水
さ
れ
、
女
院
様
だ
け

が
助
け
ら
れ
、
当
院
で
余
生
を
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

当
院
の
裏
手
の
小
高
い
所
に
は
「
高

倉
天
皇
皇
后
徳
子
大
原
西
陵
」
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ご
ざ

い
ま
す
。

　

本
堂
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脇
の
女
院
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の
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ご
一

緒
に
、
母
子
揃
っ
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お
祀
り
す
る
事
が

出
来
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
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皆
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目
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れ
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お
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ま
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。

　

さ
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か
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し
く
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土
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母
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。
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収
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又
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互
い
に
譲
り
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よ
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、
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尊
の
六
萬
体
地
蔵

菩
薩
に
心
か
ら
願
っ
て
お
祈
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げ
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す
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毎
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の
よ
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に
仏
教
婦
人
連
盟
の
皆
様
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え
る
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楽
し
み
に
し
て
き
て

い
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し
た
の
で
、
会
え
な
い
の
で
淋
し

い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い

ま
し
た
ね
。

　

で
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禍
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が
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っ
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お
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ま
し

た
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ど
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ま
た
来
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に
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

こ
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し
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え
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し
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に
し
て
お
り
ま
す
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中
里
憲
次

の
足
音
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て

い
る
昨
今
、
皆
々
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ご
健
勝
に
過
ご
さ
れ
て
い
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
不
自
由
な
生
活
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

先
日
は
皆
様
の
心
温
ま
る

心
づ
か
い
を
し
て
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
た
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
小
竹
浜
の
人
達
も
嬉
し
い

笑
顔
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　

た
だ 

、
東
日
本
大
震
災
後

冬

小竹浜の皆さんからの寄せ書き→

事務所に集まった手作り品→

京都大原寂光院に
安徳天皇の御姿が

第91回文化講座古寺めぐり（現京都仏教セミナー）が

ご縁で、寂光院の瀧澤智明住職と当連盟の正会員

である江森氏が出会い、安徳天皇像制作につながりました

～第 91 回文化講座古寺めぐり
（現京都仏教セミナー）
での出会いから～

江森龍聖氏
制作

安徳天皇像
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村
　
井
　
雅
　
清

〒
六
五
二
―
〇
八
〇
一

　
兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
中
道
通
二
―
一
―
一
〇

　
　
　
　
　
☎
　
〇
七
八
―
五
七
四
―
〇
七
〇
一

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
八
―
五
七
四
―
〇
七
〇
二

被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働
セ
ン
タ
ー
顧
問

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
海
外
災
害
援
助
市
民
セ
ン
タ
ー
理
事

〒
一
七
四
―
〇
〇
四
一

　
東
京
都
板
橋
区
舟
渡
四
―
一
五
―
一

　
☎
　
〇
三
―
三
九
六
七
―
三
二
八
八

日 

本 

仏 

教 

鑽 

仰 

会

FAX

　
　
　U

R
L:https://w

w
w
.bdk.or.jp

会
　
長

清 

水 

谷 

善 

圭

　
　
　
　
〒
六
九
二
―
〇
〇
三
三

　
　
　
　
　
　
島
根
県
安
来
市
清
水
町
五
二
八

　
　
　
　
　
　
☎
〇
八
五
四
―
二
二
―
二
一
五
一

島
根
県
仏
教
会

今
年
10
月
１
日
・
２
日
は

第
45
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
島
根
大
会
で
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

門
脇
　
邦
彦

野
村
　
邦
武
　

＜順不同＞

謹　賀　新　年
令和三年　丑
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＜順不同＞

謹　賀　新　年
令和三年　丑

門
　
主

東 

伏 

見 

慈 

晃

〒
六
〇
五
―
〇
〇
三
五

京
都
市
東
山
区
粟
田
口
三
条
坊
町
六
九
―
一

　
　
　
　
☎
〇
七
五
―
五
六
一
―
二
三
四
五

天
台
宗
　
青
蓮
院
門
跡

　
〒
三
二
一
―
一
四
九
四

　
　
栃
木
県
日
光
市
山
内
二
三
〇
〇

　
☎
〇
二
八
八
―
五
四
―
〇
五
三
一

門
　
主

石
　
塚
　
慈
　
雄

日
光
山
　
輪
王
寺
門
跡

門
　
主

杉
　
谷
　
義
　
純

〒
六
〇
五
―
〇
九
三
二 

京
都
市
東
山
区
東
山
七
条
上
ル

　
　
　
　 

☎
　
〇
七
五
―
五
六
一
―
〇
四
六
七

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
五
―
五
六
一
―
六
六
九
八

天
台
宗
　
妙
法
院
門
跡

〒
六
〇
六
―
八
三
二
四

　
京
都
市
左
京
区
聖
護
院
中
町
一
五

　
☎
〇
七
五
―
七
七
一
―
一
八
八
〇

　
　
　

宮
　
城
　
泰
　
年

門
　
主

　
　
　
〒
六
〇
一
―
一
二
四
二

　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
大
原
来
迎
院
町
五
四
〇

　
　
　
　
　
　 

　
☎
　
〇
七
五
―
七
四
四
―
二
五
三
一

　
　
　
　
　     

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
五
―
七
四
四
―
二
四
八
〇

天
台
宗
　

門
　
跡

日
野
西
光
尊

〒
六
三
六
―
〇
一
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
北
一
―
一
―
二

　
　
☎
　
〇
七
四
五
―
七
五
―
二
一
〇
六

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
五
―
七
四
―
二
九
五
六

法
興
山
　
中
宮
寺

法
　
主

大
　
谷
　
光
　
見

〒
一
一
一
―
〇
〇
三
五

　
東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
―
五
―
五

　
　
☎
〇
三
―
三
八
四
三
―
九
五
一
一

浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派

本
山
　
東
本
願
寺

 

浄
土
門
主

伊
　
藤
　
唯
　
眞

〒
六
〇
五
―
八
六
八
六

　
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
本
山
知
恩
院
内

　
　
　
　
☎
〇
七
五
―
五
三
一
―
二
一
一
一

浄
土
宗
総
本
山
　
知
恩
院
門
跡

貫
　
首

田
　
中
　
昭
　
德

　
〒
一
一
一
―
〇
〇
三
二

　
　
東
京
都
台
東
区
浅
草
二
―
三
―
一

　
☎
〇
三
―
三
八
四
二
―
〇
一
八
一
代

聖
観
音
宗
　
浅
草
寺

本
山
修
験
宗
総
本
山
　
聖
護
院
門
跡

〒
一
一
二
―
〇
〇
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　

　
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
丁
目
四
〇
番
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
〇
三
―
三
九
四
一
―
〇
七
六
四
代

大
本
山
　
護
　
國
　
寺

〒
三
八
〇
―
〇
八
五
一
　 

長
野
市
元
善
町
五
〇
〇

　
　
　
　
　
☎
　
〇
二
六
―
二
三
四
―
〇
一
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
六
―
二
三
四
―
〇
一
八
六

法
　
主

鷹
　
司
　
誓
　
玉

浄
土
宗
大
本
山
　
善
光
寺
大
本
願

総
　
裁
　
鷹
司
　
誓
玉
　
理
事
長
　
笹
川
　
悦
導

副
総
裁
　
六
條
　
照
瑞
　
副
理
事
長
　
沢
田
　
教
英

副
総
裁
　
日
野
西
光
尊
　

〒
一
六
〇
―
〇
〇
一
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
東
京
都
新
宿
区
大
京
町
三
一
―
二
六
　
慈
母
会
館

☎
〇
三
―
三
三
五
八
―
八
一
六
八

公
　
　益

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
尼
僧
法
団

三 

千 

院 

門 

跡

＜順不同＞

謹　賀　新　年
令和三年　丑

貫
　
首

南
　
澤
　
道
　
人

　
　
　
　
　
　
　
〒
九
一
〇
―
一
二
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺
町
志
比

　
　
　
　
　
　 

　
　
☎
〇
七
七
六
―
六
三
―
三
一
〇
二

曹
洞
宗
大
本
山
　
永
平
寺

貫
　
首

江
　
川
　
辰
　
三

　
　
　
〒
二
三
〇
―
〇
〇
六
三

　
　
　
　
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
二
―
一
―
一

　
　
　
　
　
　 

　
　
☎
〇
四
五
―
五
八
一
―
六
〇
二
一

曹
洞
宗
大
本
山
　
總
持
寺

貫
　
首

執
事
長

菅
　
野
　
日
　
彰

鈴
　
木
　
弘
　
信

〒
一
四
六
―
八
五
七
六  

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
一
―
一

　
　
　
　
　
☎
　
〇
三
―
三
七
五
二
―
二
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
七
五
二
―
三
三
五
〇

日
蓮
宗 

大
本
山 
池
上
本
門
寺

貫
　
主

瀧
　
口
　
宥
　
誠

  

〒
三
八
〇
―
八
五
〇
一

　  

長
野
県
長
野
市
元
善
町
四
九
二

　
☎
〇
二
六
―
二
三
四
―
〇
〇
〇
一

善
光
寺
本
坊
大
勧
進

山
　
主

石
　
附
　
周
　
行

〒
二
五
〇
―
〇
一
二
七
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
〇
四
六
五
―
七
四
―
三
一
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
六
五
―
七
三
―
三
一
四
六

大
雄
山
　
最
乘
寺

貫
　
首

藤
　
田
　
隆
　
乗

　
　
　
〒
二
一
〇
―
八
五
二
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
―
四
八

　
　
　
　
　
　 

　
　
☎
〇
四
四
―
二
六
六
―
三
四
二
〇

真
言
宗
智
山
派

大
本
山
　
川
崎
大
師
平
間
寺

貫
　
首

橋
　
本
　
照
　
稔

　
　
　
〒
二
八
六
―
〇
〇
二
三
　
　
　
　
　

　
　
千
葉
県
成
田
市
成
田
一
番
地
　
　

☎
〇
四
七
六
―
二
二
―
二
一
一
一

真
言
宗
智
山
派

大
本
山
　
成
田
山
新
勝
寺

管
　
長

小
　
池
　
弘
　
三

〒
六
五
四
│
〇
〇
七
一

　
兵
庫
県
神
戸
市
須
磨
区
須
磨
寺
町
四
―
六
―
八

真
言
宗
須
磨
寺
派

　
　
☎
〇
七
八
―
七
三
一
―
〇
四
一
六

孝  

道  

山  

本  

仏  

殿

〒
二
二
一
―
〇
〇
六
四

　
神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
番
地

　
　
　
　
☎
〇
四
五
―
四
三
二
―
一
二
〇
一
代

総
本
山

金
　
　
剛
　
　
寺

〒
五
三
八
―
〇
〇
五
四

　
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
丁
目
四
番
二
二
号

念
法
眞
教
教
団

貫
　
主

森
　
　
清
　   

範

〒
六
〇
五
―
〇
八
六
二

　
京
都
市
東
山
区
清
水
一
丁
目
二
九
四

　
　
☎
〇
七
五
―
五
五
一
―
一
二
三
四

京
都
　
音
羽
山
清
水
寺

宗
務
総
長

吉
　
田
　
正
　
裕

　
　
　
〒
六
一
六
―
八
〇
九
二

　
　
　
　
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三

　
　
　
　
　
　 

　
　

真
言
宗
御
室
派
　

☎
〇
七
五
―
四
六
一
―
一
一
五
五

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
五
―
四
六
四
―
四
〇
七
〇

管
　
長

瀬
　
川
　
大
　
秀

神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
町
一
一
五
七
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＜順不同＞

〒
一
九
三
―
八
六
八
六

　
東
京
都
八
王
子
市
高
尾
町
二
一
七
七

　
　
☎
〇
四
二
―
六
六
一
―
一
一
一
五

前
貫
首

大
　
山
　
隆
　
玄

真
言
宗
智
山
派

大
本
山
　
髙
尾
山
薬
王
院

貫
　
首

中
　
野
　
日
　
演

日
蓮
宗
本
山
　
大
坊
本
行
寺

〒
一
一
二
―
〇
〇
〇
二

　
東
京
都
文
京
区
小
石
川
三
―
一
四
―
六

　
　
　
☎
〇
三
―
三
八
一
四
―
三
七
〇
一

宗
教
法
人
　
傅
通
院

麻
　
生
　
諦
　
善

貫
　
主

総
本
山

西
　
　
教
　
　
寺

〒
五
二
〇
―
〇
一
一
三

　
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
五
丁
目
一
三
―
一

　
　
☎
〇
七
七
―
五
七
八
―
〇
〇
一
三
代

天
台
真
盛
宗

大
本
山

中
　
　
山
　
　
寺

〒
六
六
五
―
八
五
八
八

　
兵
庫
県
宝
塚
市
中
山
寺
二
丁
目
一
一
―
一

　
　
　
　
☎
〇
七
九
七
―
八
七
―
〇
〇
二
四

真
言
宗
中
山
寺
派

宗
務
総
長   

〒
一
七
〇
―
〇
〇
〇
二

　
　
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
―
三
五
―
六

　
　

☎
〇
三
―
三
九
一
八
―
七
二
九
〇

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
五
七
六
―
〇
一
二
一

法
華
宗
（
陣
門
流
）

西
　
山
　
英
　
仁

堂
　
長

高
　
階
　
玉
　
光

〒
八
一
〇
―
〇
〇
〇
一

　
福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
四―

十
四―

四

　
　
　
　
　
☎
〇
九
二
―
四
七
一
―
二
七
七
〇

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
九
二
―
四
七
一
―
二
七
七
九

安
国
寺
専
門
僧
堂

執
事
長

守
　
山
　
雄
　
順

  

〒
一
一
一
―
〇
〇
三
二

　   

東
京
都
台
東
区
浅
草
二
―
三
―
一

　
☎
〇
三
―
三
八
四
二
―
〇
一
八
一
代

聖
観
音
宗
　
浅
草
寺

   

〒
一
四
六
―
〇
〇
八
二

　
　
東
京
都
大
田
区
池
上
二
―
一
〇
―
五

　
　
　
☎
〇
三
―
三
七
五
二
―
〇
一
五
五

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
七
五
三
―
〇
一
一
一

齋
　
主

佐
　
瀬
　
道
　
淳

〒
四
三
七
―
〇
〇
六
一

　
静
岡
県
袋
井
市
久
能
二
九
一
五
―
一

　
　
☎
〇
五
三
八
―
四
二
―
二
一
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
三
八
―
四
二
―
一
四
二
九

秋
葉
総
本
殿
可
睡
齋

謹　賀　新　年
令和三年　丑

貫
　
首

濱
　
野
　
堅
　
眞

〒
一
二
三
―
〇
八
四
一
　
　
　
　
　

　
東
京
都
足
立
区
西
新
井
一
―
一
五
―
一

　
　
　
☎
〇
三
―
三
八
九
〇
―
二
三
四
五

西
新
井
大
師
　
總
持
寺

貫
　
主

杉
　
田
　
純
　
一

　
　
　
〒
一
九
一
―
〇
〇
三
一
　
　
　
　
　

　
　
東
京
都
日
野
市
高
幡
七
三
三
　

☎
〇
四
二
―
五
九
一
―
〇
〇
三
二

真
言
宗
智
山
派
別
格
本
山

高
幡
不
動
尊
金
剛
寺

下
　
村
　
聖
　
登

　
　
　
〒
一
六
八
―
〇
〇
六
三
　
　
　
　
　

　
　
東
京
都
杉
並
区
和
泉
三
―
八
―
三
九
　

☎
〇
三
―
三
三
二
一
―
二
六
九
六

真
言
宗
室
生
寺
派
　
龍
光
寺

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
三
二
一
―
二
五
九
八

宗
務
総
長

真
言
宗
室
生
寺
派

山
　
主
　
佐
　
藤
　
秀
　
仁

大
本
山
總
持
寺
顧
問

謹　賀　新　年
令和三年　丑

住
　
職

張
　
堂
　
興
　
昭

天
台
宗
　
深
大
寺

〒
一
八
二
―
〇
〇
一
七

　
東
京
都
調
布
市
深
大
寺
元
町
五
―
一
五
―
一

　
　
　
　
　
☎
〇
四
二
―
四
八
六
―
五
五
一
一

〒
四
六
〇
―
〇
〇
一
一

　
名
古
屋
市
中
区
大
須
二
―
二
一
―
四
七

　
　
　
　
☎
〇
五
二
―
二
三
一
―
六
五
二
五

貫
　
主

岡
　
部
　
快
　
圓

別
格
本
山
　
大
須
観
音
寶
生
院

住
　
職

小
　
峰
　
立
　
丸

〒
一
八
八
―
〇
〇
一
一

　
東
京
都
西
東
京
市
田
無
町
三
―
八
―
一
二

　
　
　
　
☎
〇
四
二
―
四
六
一
―
〇
〇
四
四

真
言
宗
智
山
派
　
田
無
山
總
持
寺

住
　
職

髙
　
井
　
隆
　
成

〒
六
〇
三
―
八
三
〇
三
　
　
　
　
　
　
　

　
京
都
市
北
区
紫
野
十
二
坊
町
三
三
―
一

　
　
　
☎
〇
七
五
―
四
六
一
―
二
二
三
九

真
言
宗
智
山
派
　
上
品
蓮
台
寺

前
住
職

 

正
　
本
　
乗
　
光

浄
土
宗
　
長
専
院

〒
一
三
五
―
〇
〇
二
二

　
東
京
都
江
東
区
三
好
一
―
六
―
三

　
　
　
☎
〇
三
―
三
六
四
一
―
五
八
四
八

　
　

住
　
職

髙
　
山
　
久
　
照

〒
一
七
九
―
〇
〇
七
四
　
　
　
　
　
　
　

　
東
京
都
練
馬
区
春
日
町
三
―
二
―
二
二

　
☎
〇
三
―
三
九
九
八
―
二
一
六
二

真
言
宗
豊
山
派
　
寿
福
寺

住
　
職

中
　
島
　
真
　
成

浄
土
宗
　
梅
窓
院

〒
一
〇
七
―
〇
〇
六
二

　
東
京
都
港
区
南
青
山
二
―
二
六
―
三
八

　
　
　
☎
〇
三
―
三
四
〇
四
―
八
四
四
七

U
R
L:http://w

w
w
.baisouin.or.jp/

住
　
職

米
　
田
　
良
　
中

〒
六
八
二
―
〇
一
三
二
　

　
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
三
徳
一
〇
一
〇

　
　
　
☎
〇
八
五
八
―
四
三
―
二
六
六
六

天
台
宗
　
三
徳
山
三
佛
寺

住
　
職

清
　
水
　
英
　
碩

〒
一
五
八
―
〇
〇
八
三
　
　
　
　
　

東
京
都
世
田
谷
区
奥
沢
七
ー
四
一
ー
三

　
　
　
　
☎
〇
三
―
三
七
〇
一
―
二
〇
二
九

浄
土
宗
　
淨
眞
寺

住
　
職

上
　
野
　
法
　
忍

真
言
宗
智
山
派
　
慈
眼
寺

〒
三
二
九
―
〇
四
一
四

　
栃
木
県
下
野
市
小
金
井
一
―
二
六
―
二

　
　
　
☎
〇
二
八
五
―
四
四
―
三
二
一
六

徳
川
将
軍
家
日
光
社
参
御
昼
食
所

住
　
職

山
　
田
　
一
　
能

〒
一
九
二
―
〇
九
〇
二

　
東
京
都
八
王
子
市
上
野
町
三
九
―
二

　
　
☎
〇
四
二
―
六
二
二
―
九
五
四
〇

別
格
本
山
　
金
剛
院

〒
一
一
〇
―
〇
〇
二
一

　
東
京
都
千
代
田
外
神
田
三
―
四
―
一
〇

　
　
　
☎
〇
三
―
三
二
五
一
―
八
六
八
三

神
田
寺
　
真
理
舎

友
　
松
　
浩
　
志

住
　
職

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二
―
二
三
一
―
九
三
三
三

＜順不同＞

院
　
主
　
山
　
田
　
一
　
眞
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＜順不同＞

謹　賀　新　年

住
　
職

末
　
廣
　
照
　
純

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
一
　
　
　
　
　

　
東
京
都
台
東
区
谷
中
七
―
一
四
―
八
　
　

　
　
☎
〇
三
―
三
八
二
一
―
四
四
七
四

天
台
宗
　
護
国
山
天
王
寺

住
　
職

小
　
峰
　 

正
　
如

〒
二
〇
七
―
〇
〇
〇
三
　
　
　
　
　
　

　
東
京
都
東
大
和
市
狭
山
三
―
一
三
五
四
　

　
　
　
☎
〇
四
二
―
五
六
一
―
三
〇
四
四

   

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
―
五
六
一
―
三
〇
七
四

真
言
宗
智
山
派
　 

圓
乘
院

令和三年　丑

〒
一
七
〇
―
〇
〇
〇
一
　

　
東
京
都
豊
島
区
西
巣
鴨
四
―
八
―
二
五

　
　
　
☎
〇
三
―
三
九
一
五
―
〇
〇
一
五

天
台
宗
　
善
養
寺

舘
　 

　
克

住
　
職

〒
一
五
〇
―
〇
〇
一
一

　
東
京
都
渋
谷
区
東
二
―
六
―
十
六

　
　
☎
〇
三
―
三
四
〇
七
―
三
五
九
一

天
台
宗
　
慧
日
山
寶
泉
寺

濱
　
田
　
智
　
純

住
　
職

住
　
職

織
　
田
　
隆
　
深

〒
一
六
〇
―
〇
〇
一
一

　
東
京
都
新
宿
区
若
葉
二
―
七
―
八

　
☎
〇
三
―
三
三
五
一
―
七
二
八
一

高
野
山
真
言
宗
　
真
成
院

住
　
職

本
　
多
　
良
　
之

　
〒
一
一
〇
―
〇
〇
一
五
　
　
　
　
　
　

東
京
都
台
東
区
東
上
野
六
ー
一
八
ー
七

☎
〇
三
―
三
八
四
四
―
四
三
八
九

浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
　
妙
清
寺

代
表
弁
護
士

柴 

田 

龍 

太 

郎

〒
一
七
〇
―
六
〇
二
二
　
　
　
　
　
　
　

　
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
―
一
―
一
　

　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
　
二
二
階
一
二
号

　
☎
〇
三
―
三
九
八
三
―
二
二
二
六

深
沢
綜
合
法
律
事
務
所

   

〒
一
五
一
―
〇
〇
五
三

　
　
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
三
―
三
―
三

　
　
　
　
　
☎
〇
三
―
三
三
七
〇
―
五
四
〇
三

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
三
七
〇
―
五
三
四
九

妙
　
智
　
會
　
教
　
団

　
　
　
　
　
　

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
―
一
九
―
三

　
エ
ル
ス
タ
ン
ザ
四
階

　
☎
　
〇
三
―
三
三
五
二
―
四
五
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
三
五
二
―
八
七
二
五

長
谷
川
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
長
谷
川
　
正
　
浩

弁
護
士
　
大
　
木
　
　
　
卓

弁
護
士
　
秋
　
山
　
経
　
生

弁
護
士
　
大
　
島
　
義
　
則

税
理
士
　
松
　
近
　
英
　
彦

〒160
―
0022

代
表
取
締
役

工
　
藤
　
忠
　
志

　
〒
一
六
四
―
〇
〇
一
一
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
中
野
区
中
央
二
―
二
二
―
一
三

フ
ジ
ビ
ル
三
階

☎
〇
三
―
三
三
六
四
―
三
五
五
五

株
式
会
社
中
山
石
渠

取
締
役
営
業
部
長

永
　
田
　
政
　
夫

〒
一
六
九
―
〇
〇
七
五

　
新
宿
区
高
田
馬
場
一
―
三
一
―
八
―
九
二
五

　
　
　
　
☎
〇
九
〇
―
二
二
五
一
―
四
〇
九
一

株
式
会
社
大
陸
旅
遊

代
表
取
締
役

　
　
　
　
〒
一
〇
五
―
〇
〇
〇
一
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
―
一
三
―
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虎
ノ
門
四
〇
M

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
〇
三
―
四
五
四
〇
―
一
一
六
三

株
式
会
社
経
営
総
合
研
究
所

荒
　
川
　
昌
　
夫

T
ビ
ル
七
階

＜順不同＞

令和三年　丑

参
　
与

鈴 

木 

ト 

ヨ 

子

〒
一
六
八
―
〇
〇
七
四

　
東
京
都
杉
並
区
上
高
井
戸
一
―
二
七
―
一
五

　
　
　
　
　
☎
〇
三
―
三
三
〇
二
―
五
八
六
七

会
　
長

東 

伏 

見 

具 

子

〒
六
〇
五
―
〇
〇
三
五

　
　
京
都
市
東
山
区
粟
田
口
三
条
坊
町

　
　
　
　
　
六
九
―
一
　
青
蓮
院
門
跡

　
　
☎
〇
七
五
―
五
六
一
―
二
三
四
五

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

副
会
長

加
　
用
　
稔
　
子

　
〒
七
三
〇
―
〇
〇
四
一

　
　
広
島
県
広
島
市
中
区
小
町
二
―
一

　
　
　
☎
〇
八
二
―
二
四
一
―
七
四
七
一

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

名
誉
顧
問

六
　
條
　
照
　
瑞

〒
五
八
三
―
〇
〇
一
二

　
大
阪
府
藤
井
寺
市
道
明
寺
町
一
―
一
四

　
　
　
☎
〇
七
二
九
―
五
五
―
〇
一
三
三

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

林
　
惠   

智   

子

〒
三
五
九
―
一
一
一
六

　
埼
玉
県
所
沢
市
東
町
二
四
―
一

　
☎
〇
四
―
二
九
二
九
―
五
八
七
六

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

顧
　
問

相
談
役

岡
　
野
　
鄰
　
子

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

〒
二
二
一
―
〇
〇
六
四

　
神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
番
地

　
　
　
　
☎
〇
四
五
―
四
三
二
―
一
二
〇
一
代

参
　
与

末
　
廣
　
久
　
美

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
一

　
東
京
都
台
東
区
谷
中
七
―
一
四
―
八

　
　
☎
〇
三
―
三
八
二
一
―
四
四
七
四

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

吉
　
田
　
真
　
理

副
会
長

　
　
　
　
　
〒
七
三
九
―
〇
五
九
二

　
　
　
　
　
　
　
広
島
県
廿
日
市
市
宮
島
町
二
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
☎
〇
八
二
九
―
四
四
―
〇
一
一
一

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

理
事
長

本
　
多
　
端
　
子

〒
一
一
〇
―
〇
〇
一
五

　
東
京
都
台
東
区
東
上
野
六
―
一
八
―
七

　
　
　
☎
〇
三
―
三
八
四
四
―
四
三
八
九

副
理
事
長

梨 

本 

三 

千 

代

〒
二
七
三
―
〇
八
五
三

　
千
葉
県
船
橋
市
金
杉
六
―
二
五
―
一

　
　
☎
〇
四
七
―
四
四
八
―
二
八
三
三

御
瀧
不
動
尊
　
金
蔵
寺

公
益
社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

常
務
理
事

松  

井  

百  

合  

子

〒
二
七
二
―
〇
一
四
四

　
千
葉
県
市
川
市
新
井
一
―
九
―
一

　
☎
　
〇
四
七
―
三
五
七
―
八
三
一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七
―
三
五
七
―
八
三
九
九

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

真
言
宗
智
山
派
　
宝
光
院

公
益
社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

常
務
理
事

大 

橋 

百 

合 

子

〒
三
二
九
―
〇
五
二
四

　
栃
木
県
河
内
郡
上
三
川
町
多
功
一
八
八
八

　
　
　
　
☎
〇
二
八
五
―
五
三
―
八
八
〇
一
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＜順不同＞

謹　賀　新　年
令和三年　丑

常
務
理
事

花 

岡 

真 

理 

子

〒
三
二
三
―
〇
八
〇
七

　
栃
木
県
小
山
市
城
東
五
―
一
一
―
二
〇

　
　
　
☎
〇
二
八
五
―
二
五
―
三
三
三
三

（
学
法
）
認
定
こ
ど
も
園
梅
ヶ
原
幼
稚
園
園
長
補
佐

公
益
社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

理   

事

長
　
尾
　
節
　
子

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
四
二
五
―
〇
〇
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
県
焼
津
市
田
尻
三
二
一

　
　
　
　
　
　
　
☎
〇
五
四
―
六
二
四
―
三
六
六
四

常
務
理
事

日 

比 

野 

郁 

皓

〒
一
一
一
―
〇
〇
五
一

　
東
京
都
台
東
区
蔵
前
三―

二
二―

九

　
　
　
　
☎
〇
三―

三
八
五
一―

四
七
二
九

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三―

三
八
五
一―

九
七
七
〇

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

　
理
　
事

桶
　
屋
　
良
　
法

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

〒
三
五
一
―
〇
〇
三
三

　
埼
玉
県
朝
露
市
浜
崎
一
二
三
―
一

　
　
☎
〇
四
八―

四
七
六―

二
五
五
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八―

四
七
六―

二
五
五
三
　

理
　
事

小 

峰 

み 

な 

子

〒
二
〇
七
―
〇
〇
〇
三
　
　
　
　
　
　

　
東
京
都
東
大
和
市
狭
山
三
―
一
三
五
四
　

　
　
　
☎
〇
四
二
―
五
六
一
―
三
〇
四
四

   

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
―
五
六
一
―
三
〇
七
四

真
言
宗
智
山
派
　 

圓
乘
院

公
益
社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

〒
一
六
一
―
〇
〇
三
三

　
東
京
都
新
宿
区
下
落
合
三
ー
一
〇
ー
一
一

　
　
　
　
☎
〇
三
―
三
九
五
三
―
九
四
一
五

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

丸
　
山
　
弘
　
子

常
務
理
事

〒
六
六
五
―
〇
八
六
一
中
山
寺
総
持
院

　
兵
庫
県
宝
塚
市
中
山
寺
二
―
一
一
―
一

　
　
　
☎
〇
七
九
七
―
八
一
―
〇
〇
六
五

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

村 

主 

み 

や 

子

理
　
事

御 

嶽 

由 

美 

子

　
〒
三
三
五
―
〇
〇
二
一

　
　
埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
一
七
九
一

　
　
☎
〇
四
八
―
四
四
一
―
四
一
二
七

公
益
社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

理
　
事

真
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